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年長の男性を叱ってはなりません。むしろ、自分の父親と思って諭しなさい。若い男性

は兄弟と思い、年長の女性は母親と思い、若い女性には常に純潔な思いで姉妹と思って諭

しなさい。本当にやもめである人をやもめとして大事にしてあげなさい。やもめに子や孫

がいるなら、まずこの人たちに、自分の家族を大切にし、親の恩に報いることを学ばせな

さい。それが神に喜ばれることだからです。本当にやもめであって、身寄りのない人は、

神に望みを置き、夜も昼も願いと祈りを献げていますが、自堕落な生活をしているやもめ

は、生きていても、もう死んだも同然です。彼女たちが非難されることのないように、次

のことも命じなさい。親族、特に家族を顧みない者がいれば、その者は信仰を否定してい

るのであり、信仰のない者よりも悪いのです。やもめとして登録するのは、六十歳未満の

者ではなく、一人の夫の妻であった人、良い行いによって認められている人でなければな

りません。子を育て上げたとか、旅人をもてなしたとか、聖なる者たちの足を洗ったとか、

苦しんでいる人々を助けたとか、あらゆる善行に励んだ者でなければなりません。若いや

もめは除外しなさい。情欲に駆られてキリストから離れると、結婚したがるようになり、

初めの誓いを破ったという非難を受けることになるからです。その上、彼女たちは怠けて、

家から家へと遊び歩くことを覚え、怠けるばかりか、おしゃべりやおせっかいをして、話

してはならないことまで話します。それゆえ、私が望むのは、若いやもめは再婚し、子ど

もを産み、家を取りしきり、反対者にそしる機会を与えないことです。すでにサタンに付

いて行き、道を踏み外した者たちもいるからです。信者の女性で身内にやもめがいれば、

その世話をすべきであり、教会に負担をかけてはなりません。そうすれば、教会は本当に

やもめである人の世話をすることができます。（Ⅰテモテ 5:1 ～ 16） 

 

著者は、教会の人々を自分の家族のように対応せよと述べている。老人を自分の父親だ

と思って、叱らないで諭しなさい。「若い男性は兄弟と思い、年長の女性は母親と思い、

若い女性には常に純潔な思いで姉妹と思って諭しなさい 。」 それから、「やもめ（寡婦 ）」

について、事細かに説明している。まず、「本当にやもめである人をやもめとして大事に

してあげなさい」と言う。子や孫がいるなら、家族を大切にし、親に恩返しをすることを

学ばせなさい。身寄りのないやもめは、神に望みを置き、祈りを続けているが、放縦な生

活をしているやもめは、生きていても、死んでいるのと同然である。自分の親戚、特に家

族の世話をしないやもめは信仰を捨てたことになり、信仰のない人にも劣る。やもめとし

て登録できるのは、60歳以上で、一人の夫の妻であり、子どもを育て上げたとか、旅人を

もてなしたとか、聖なる者たちに奉仕したとか、苦しんで人々を助けたとか、善い業に励

み、評判の良い人でなければならない。年若いやもめは除外しなさい。彼女たちは情欲に

駆られ、キリストから離れ、結婚したがるようになり、約束を破ったと非難を受けるよう

になるからである。彼女たちは家から家へと遊び歩き、怠け癖がつき、詮索好きになり、

話してならないことをおしゃべりするようになるから、再婚し、子どもを産み、家を取り

しきるのが良い。悪口を受ける機会を与えないことである。信者の女性で身内にやもめが

いれば、教会に負担をかけないように、家族で彼女の世話をすべきである。そうすれば教

会は身寄りないないやもめの世話をすることができる。生活に追われて家庭崩壊したり、

男たちが身勝手だったりで、やもめたちが大勢いて、その対応が大変だったのではないか。 


